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西海で再会
西海市成人式が開催されました。

詳細は2ページをご覧ください。詳細は2ページをご覧ください。



　1月4日に、西海市成人式が大島文化ホールで行われ、276 名の新成人
が出席しました。
　オープニングセレモニーでは、さざんか会による浅間神社奉納獅子舞の力
強い演舞が披露され、その後の式典では、田中市長による式辞や二十歳の
誓いと続き、最後に記念撮影で幕を閉じました。
　式典後、会場の周りには家族や旧友と写真撮影を行う新成人たちであふ
れ、久しぶりの再会に終始笑顔でした。
　大人の仲間入りをした新成人の皆さんの今後のご活躍を祈念致します。

▲一瀬　宏太さん
（西彼）

▲岡野　沙絢さん
（大瀬戸）

▲丹下　亜友美さん
（西海）

▲下尾　祥平さん
（大島）

▲岩永　新さん
（崎戸）

平成 29年西海市成人式

「二十歳の誓い」代表

各地区の
成人式出席数
西彼
西海
大島

崎戸
大瀬戸

83
82
42

10
59

（単位：名）

計 名276
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成
人
式
記
念
写
真（
集
合
写
真
）

の
配
布
に
つ
い
て

　

1
月
4
日
に
開
催
し
ま
し
た
成
人
式

で
の
記
念
写
真
（
集
合
写
真
）
は
、
左

記
の
場
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
本

人
ま
た
は
ご
家
族
の
方
が
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

　

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

配
布
場
所

◎
西
彼
地
区

　

西
彼
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
37
丨
0
1
2
8
）

◎
西
海
地
区

　

西
海
公
民
館

　
（
☎
37
丨
0
1
3
8
）

◎
大
島
地
区

　

大
島
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
37
丨
0
1
4
8
）

◎
崎
戸
地
区

　

崎
戸
中
央
公
民
館

　
（
☎
37
丨
0
1
5
4
）

◎
大
瀬
戸
地
区

　

大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
37
丨
0
1
6
8
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課　

☎
37
丨
0
0
7
9

▲崎戸地区

▲大島地区

▲西海地区（西海南中学校区）

▲西海地区（西海北中学校区）

▲大瀬戸地区

▲西彼地区
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月刊西海誌は、シティマネージャーの宮里が市民
や職員と、仕事・暮らし・遊びなど様々なことに
ついておしゃべりしたり、教えてもらったりする
企画です。企画です。

西海誌月刊月月刊
good city!good city!
good people!good people!
good job!good job!

宮 山田さんが雪浦にいらっしゃったのはいつ頃な
のですか？

山 13 年以上前です。もともとは神奈川県にいた
のですが、より良い子育て環境を求めて、移住先
を探していました。その際に渡辺さん（現 NPO
あんばんね代表理事）が、とても熱心にご協力い
ただいて、よそ者に対してもこんなにも温かくし
ていただける雪浦に感動し、移住を決めました。

宮 実際にこちらに来てみていかがでしょう。

山 まず雪浦小学校が本当に素晴らしい学校です。
人数の少ない小規模な学校で、子供達一人一人

の自立性が育まれる環境です。また雪浦の方
はお互いのことを本当によく知っているので、
自然のセーフティネットが在るのは、子育てを
する親にとって本当に安心です。こうした素晴
らしい雪浦の良さをもっと色々な方に広めたく
て、”雪浦だより”というブログで日々情報発信
を行っています。

宮 その山田さんのブログをみて、雪浦への移住
を決めた方もいらっしゃるんですよね。

山 そういう声が本当にありがたい限りです。
今度“小さな楽園プロジェクト”にも指定を受け
たので、雪浦を訪れる方が宿泊できる拠点とし
ても機能するようさまざまな動きがあります。
雪浦らしさを生かした地域おこしをこれからも
行っていきたいと思います。

豊かな西海市に…
　1953年大串村立大串中学校、一学年3クラス、一学級50数
人の大人数でしたが明るい賑やかな学び舎でした。村で生ま
れた子、県内の町から、また、他県他国から戦火戦災を逃れて
知人親戚を頼って家族ぐるみで来た子もいました。また、北九州
各地では国策炭鉱閉山に災なまれ一時疎開してきた子供など
様 な々生活環境の中、学校だけは日常生活を忘れさせてくれる
場所でした。小・中学校とも給食もなく、みんなが弁当を持って
行きました。中には弁当を持って来ていない子もおりました。お
腹はすいていても元気に振る舞い、校庭や学校周辺を明るく走
り回っている姿は今も忘れません。学年の半数以上が就職組で
したが、その大多数がふるさとを後に職場を求めて村を出て行
かなくてはなりませんでした。
　そんな中でも大人たちは必死の働きで山野を切り開き、石垣
いっぱいの狭い畑で農作物を育てて来たおかげで毎日の飢え
をしのいで行ける日が訪れてきたように思います。故郷を出て
行った人達はこのような日々の体験がその後の活力の礎になっ
た事も確かでしょう。これまでの先祖先人のコツコツとした働き
が今の豊かな西海市を生んだのだと思います。

　人生の幸せって、大企業に就き公職に就く事で達成できると
思っていませんか。もちろん勉強は大切です。しかし何世代にも
渡り、自然を切り開き、文化を大切に引き継いで行く事こそ個人
の幸せだけではなく、親子、兄弟、地域、友人、恩師、みんなに豊
かで幸せな暮らしを与える事につながっている様に思います。
　自然を・歴史を大切に守る地域が、疲れた人たちが求めてく
る豊かな地域になってくるでしょう。西海市関西会はその想い
を、桜の植樹活動で応援させて頂きます。

いつも応援してくださる関東・関西の西海市人会員の皆さまに深くお礼
申し上げます。ご親戚やお友達で関東・関西にお住まいの方がいました
ら、ぜひ入会をお勧めください。
入会についての問い合わせ先
　政策企画課秘書広報班　☎37－0261

西海市関西会　平谷　秀夫ふる里への想い

西海市の新しい文化の発信地であり、長崎県内でも
スローライフを象徴する移住エリアとして人気の雪浦。
そんな雪浦における様々な活動で中心的な役割を
担っている"NPO法人あんばんね"の事務局、山田千晶
さんにお話をお伺いいたします！

NPO法人 あんばんね事務局　山田 千晶さん

▲在りし日の大瀬戸風景 ▲桜の植樹活動

04広報さいかい 2月号 No.142広報さいかい 2月号 No.142



まちの話題
ま
ち
の
話
題

「
国
土
緑
化
推
進
機
構

理
事
長
賞
」
を
受
賞
！

　

12
月
10
、
11
日
に
開
催
さ
れ
た
長
崎
県
緑
の
少
年
団
全

県
交
流
集
会
で
の
活
動
発
表
会
に
お
い
て
、
本
市
か
ら
参

加
し
た
川
内
緑
の
少
年
団
が
優
良
賞
と
な
る
国
土
緑
化

推
進
機
構
理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

川
内
緑
の
少
年
団
は
西
海
東
小
学
校
と
西
海
中
学
校

の
児
童
生
徒
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
、
日
頃
よ
り
環
境
美

化
や
緑
化
の
活
動
な
ど
、
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
緑
化
推

進
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
交
流
集
会
で
は
森
林
や
木
材
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
木
工
作
を
体
験
し
た
り
、
県
内
各
地
域
の
少
年
団
と

の
寝
食
を
共
に
し
た
集
団
行
動
に
よ
る
交
流
活
動
を
行

う
な
ど
、
有
意
義
な
2
日
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

福
建
省
環
境
保
護
庁
が

西
海
市
炭
化
セ
ン
タ
ー

を
視
察

　

11
月
30
日
、
福
建
省
環
境
保
護
庁
の
職
員
2
名
が

「
長
崎
県
と
福
建
省
の
環
境
技
術
交
流
に
関
す
る
協

定
書
」に
基
づ
く
、
環
境
技
術
に
関
す
る
交
流
の
一

環
と
し
て
、
西
海
市
炭
化
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
西

海
市
の
ご
み
処
理
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

「
少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
」

を
受
賞   

〜
剣
道
の
心
技
体
〜

　

12
月
18
日
に
、
七
ツ
釜
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
平
成
28
年

度
少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞

は
全
日
本
剣
道
連
盟
か
ら
、
保
護
者
・
指
導
者
が
一
体
と

な
っ
て
少
年
少
女
の
健
全
育
成
と
剣
道
普
及
発
展
の
取

り
組
み
に
大
き
く
貢
献
し
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

指
導
者
の
橋
口
橘き

つ
と人
さ
ん
は
、「
こ
の
ク
ラ
ブ
の
指
導
を

結
成
当
初
か
ら
続
け
て
き
た
父
を
始
め
、
地
元
の
先
生

方
、
保
護
者
、
長
崎
剣
道
連
盟
の
お
か
げ
で
受
賞
で
き
ま

し
た
。
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
」、
西
海
小
学
校
6
年
生

の
竹
井
佳け

い
た
つ瀧
君
は
、「
み
ん
な
で
一
つ
に
な
っ
て
上
達
し

て
い
っ
て
い
る
事
は
と
て
も
嬉
し
い
し
、
み
ん
な
と
剣
道

で
き
る
事
が
楽
し
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

七
ツ
釜
少
年

剣
道
ク
ラ
ブ
は

40
年
以
上
も
歴

史
が
あ
る
ク
ラ

ブ
で
、
昨
年
の
4

月
か
ら
黒
口
地

区
、
太
田
和
地
区

の
剣
道
ク
ラ
ブ

と
合
同
で
、
週
に

2
回
、
西
海
小
学

校
体
育
館
に
て

22
名
で
練
習
し

て
い
ま
す
。

▲川内緑の少年団

▲大会に向けて練習を頑張ります！
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まちづくり

ま
ち
づ
く
り

　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
大
瀬
戸
町
の
下
山
郷
会
お
よ
び
平
倉

公
民
館
が
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
購

入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
を
財
源

に
、
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
購
入
な
ど

に
対
し
助
成
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
発
展
と
福
祉
の

向
上
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
毎
年
度
、
対
象
事
業
を
公
募

し
、
1
団
体
に
つ
き
1
0
0
万
円
か
ら
2
5
0
万
円
ま
で
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
10
万
円
未
満
端
数
を
切
り
捨
て
）

　

11
月
11
日
、
西
海
市
に
お
け
る
今
後
の
行
政
改
革
の

推
進
に
つ
い
て
、
西
海
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か

ら
、
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
3
次
行
政
改
革
大
綱
を
市
が
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
今
後
の
行
政
改
革
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
、
委
員

会
で
検
討
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
で
あ
る
答
申
書
が
、

篠
原
俊
一
会
長（
株
式
会
社 

N
I
B 

常
勤
監
査
役
）

か
ら
田
中
市
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
に
は
、「
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
」、

「
行
政
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
組
織
機
構
の
編
成
」、「
市

民
の
視
点
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」等
に
つ
い

て
の
提
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

☎
37

－

0
0
6
1

地
域
活
動
の
た
め
の

自
治
会
活
動
用
備
品
を
購
入

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

答
申
さ
れ
ま
し
た

平倉公民館（大瀬戸町）
購入品：テント、空調設備など
事業費：約242万円
助成額：240万円

下山郷会（大瀬戸町）
購入品：盆やぐら、宮太鼓など
事業費：約196万円
助成額：190万円

▲答申書を手渡す篠原俊一会長（右）
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きょういくの広場

●西彼地区
タイムマシンでは、
行けない明日
畑野　智美
ロケットの発射台がある、南の島。高校1
年生の丹羽光二には、長谷川葵という気
になる同級生がいた。彼女は初デートの
日「ロケット飛ばして、金星まで会いにき
て！」という言葉を最後に、光二の前から
永遠に姿を消した、はずだったが－。

●西海地区
比ぶ者なき
馳　星周
日本には「神」をも支配した男がいた。す
べてこの男がつくり出した。男の名は藤
原不比等。先の大王に疎まれ、不遇の時
を過ごした彼の胸には畏ろしき野望が
秘められていた－。古代史に隠された闇
を抉り出す、著者初の歴史小説。

●大島地区
賢者の石、売ります
朱野　帰子
「マイナスイオンなんて存在しない！」
「コラーゲン食べて肌がツルツルとか
嘘」空気を読まない、正論を言う、化学
マニアで会社の鼻つまみ者な羽嶋賢
児は、自社の目玉商品にダメ出しをす
るというタブーを犯し、最も行きたく
なかった商品企画部に異動になり?!

●大瀬戸地区
土の記　上・下
髙村　薫
現代人は無事、土に還れたのだろうか
－。東京の大学を出て関西の大手メー
カーに就職し、奈良県は大宇陀の旧家
の婿養子となった伊佐夫。妻を交通事
故で失い、古希を迎えた伊佐夫は、残さ
れた棚田で黙々と米をつくる…。

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

一般書

児童書

題　名 著　者

題　名 著　者

コンテクスト・オブ・ザ・デッド 羽田　圭介
広域警察極秘捜査班BUG 福田　和代
グルテンフリーのパンと麺とおやつ 大越　郷子
メシマズ狂想曲 秋川　滝美
And so this is Xmas 秦　建日子
心を震わせるドラマチック写真術 浅岡　省一
家庭内捨て子物語 入江　健二
四月になれば彼女は 川村　元気
少年時代 高倉　健
恋糸ほぐし 田牧　大和
人は皆、土に還る 曽野　綾子
夜空と星の物語　日本の伝説編 森山　晋平
クローバーナイト 辻村　深月
闇の平蔵 逢坂　剛
奇跡の醤 竹内　早希子

パンダなりきりたいそう いりやま　さとし
モンスターホテルでそっくりさん 柏葉　幸子
単位がわかるメートルのえほん
こわい、こわい、こわい？ カトリーン・シェーラー
スピニー通りの秘密の絵 L．M．フィッツジェラルド
小学校の生活 はまの　ゆか
いのちのはな のぶみ
おにぼう くすのき　しげのり
くらべる恐竜図鑑 土屋　健
ふくはなにからできてるの？ 網中　いづる
井伊直虎 那須田　淳
たまたまタヌキ 高畠　那生
図書室の日曜日 村上　しいこ
スマート キム・スレイター

地区

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

地区

西彼図書館
大島図書館
西海歴史民俗資料館図書室
大瀬戸歴史民俗資料館図書室
崎戸中央公民館図書室

西彼町喰場郷736
大島町1922-2
西海町黒口郷488-1
大瀬戸町瀬戸西濱郷61-1
崎戸町蠣浦郷1645

37-0228
37-0247
37-0234
37-0268
37-0158

毎週土・日曜日
9時～17時

毎週
月曜日

祝日・年末年始
（12月29日～
 翌年1月3日）
蔵書点検期間

火曜日～金曜日
10時～18時

月～金曜日9時～17時 土・日曜日

開館時間 休館日

西彼

西海

大瀬戸

大島

2月4日
午前10時～
2月18日
午前10時30分～
2月18日
午前10時～
2月25日
午前10時30分～

絵本の読み語り・
工作など
絵本の読み語り
ほか
絵本の読み語り・
工作など
絵本の読み語り
ほか

土曜日
開 催

地区 日　時 内　容

　年度末の蔵書点検作業に伴い、下記の日程で西海市内の
公立図書館・図書室は作業・準備のため、臨時休館させてい
ただきますのでご了承ください。
　また、本がないと作業に支障をきたしますので返却期限が
過ぎている方は、休館に入るまでに返却していただきますよ
うお願いします。
　利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますがどうぞ
ご理解とご協力をお願いします。

！

※西海歴史民俗資料館図書室が休館時は、西海歴史民俗資料館も休館となります。
　ご協力よろしくお願いします。

☆大瀬戸歴史民俗資料館図書室 1月30日（月）～2月 6 日（月）
☆大島図書館 2月13日（月）～2月20日（月）
☆西彼図書館 2月20日（月）～2月27日（月）

西海市立図書館（室）臨時休館日

き
ょ
う
い
く
の
広
場
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き
ょ
う
い
く
の
広
場

きょういくの広場

平
成
29
年
度
西
海
市
奨
学
生
の
募
集

募
集
期
間

　

第
1
期　

2
月
1
日
〜
3
月
10
日

　

第
2
期　

7
月
1
日
〜
8
月
31
日

資
格

　

次
の
①
か
ら
⑥
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者

①
西
海
市
に
住
民
登
録
す
る
者
が
扶
養

す
る
者

②
学
校
教
育
法
そ
の
他
の
法
令
で
定
め

る
学
校
、
大
学
校
ま
た
は
養
成
所
等
に

進
学
ま
た
は
在
学
す
る
者

③
学
業
成
績
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
も
し
く

は
文
化
活
動
で
良
好
な
者

④
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

⑤
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
者

⑥
他
の
公
私
団
体
等
か
ら
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
者

奨
学
金
の
種
類

　

①
修
学
資
金　

②
入
学
一
時
金

貸
与
金
額

　

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
与
期
間

正
規
の
最
短
修
学
期
間
内
に
お
い
て
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

・
西
海
市
奨
学
生
願
書

　

※
連
帯
保
証
人
が
2
名
必
要
で
す
。

・
奨
学
生
推
薦
調
書
ま
た
は
大
学
入
学

　

資
格
検
定
合
格
証
明
書

　

※
奨
学
生
推
薦
調
書
は
出
身
校
長
も
し
く

　
　

は
在
学
校
長
が
証
明
し
た
も
の

・
所
得
証
明
書（
収
入
の
あ
る
世
帯
員
分
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
合
格
通
知
書

奨
学
生
の
選
考

　

奨
学
生
の
決
定
は
奨
学
生
願
書
と
提
出

さ
れ
た
資
料
を
基
に
、
選
考
委
員
会
の
選

考
に
基
づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

返
還
方
法

　

最
終
学
校
卒
業
後
6
か
月
を
経
過
し
た

日
か
ら
、
10
年
以
内
に
返
還
し
て
も
ら
い

ま
す
。
な
お
、
利
息
は
無
利
子
で
す
。

返
還
の
免
除

　

最
終
学
校
を
卒
業
後
、
奨
学
金
の
返
還

が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に
5
年
以
上
継
続

し
て
西
海
市
に
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る

者
の
う
ち
、
次
の
①
か
ら
②
に
該
当
す
る

者
は
返
還
の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
遅
滞
な
く
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

申
込
先

　
教
育
委
員
会
に
申
し
込
み
、
申
請
用
紙
の

交
付
を
受
け
、
必
要
書
類
を
作
成
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
類
は
西
海

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。）

　

不
明
な
点
は
教
育
総
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

☎
37
ー
0
0
7
7

　
Ⓕ
22
ー
9
0
1
1

単位：千円

区分
奨学金（月額）

入学
一時金

高校等 大学等
農業大学校 その他

国公立 私立 国公立 私立
自宅 20 25 30 35 20 35

300
自宅外 25 30 35 40 25 40

※高校等とは、高等学校、高等専門学校、専修学校高等課程をいう。（通信制を除く）
※大学等とは、大学院、大学、短期大学、専修学校専門課程（「専門士」「高度専門士」の称号が付される
課程・学科に限る。）をいう。
※その他とは、各種法令で定められた医療技術者養成所のうち条例および規則で定めるものをいう。

スポーツ推進委員功労者表彰・30年勤続推進委員表彰をW受賞

　

11
月
17
日
に
越
前
市「
福

井
県
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
」
で

開
催
さ
れ
た
平
成
28
年
度
全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究

協
議
会（
公
益
社
団
法
人　

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連

合　

主
催
）
に
お
い
て
、
馬

場
利
夫
さ
ん（
崎
戸
町
）
が
、

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労

者
表
彰
」
と「
30
年
勤
続
推

進
委
員
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

馬
場
さ
ん
は
、
旧
町
時
代

の
昭
和
61
年
よ
り
体
育
指
導

員（
現　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
）
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
実

技
指
導
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
尽
力
す
る
な
ど
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
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環
境
ニ
ュ
ー
ス

環境ニュース

微び
し
ょ
う小
粒り
ゅ
う
し
じ
ょ
う

子
状
物ぶ
っ
し
つ質（
Ｐ
Ｍ
２
．５
）に
つ
い
て

○
微
小
粒
子
状
物
質（
P
M
2
．
5
）と
は

　

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
粒
子
状
の
物

質
で
、
粒り
ゅ
う
け
い径
が
2
．
5 

μm（
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
）
以
下
の
粒
子
の
こ
と
で
す
。

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や
空
気
中
の
ガ
ス
の

化
学
反
応
に
由
来
す
る
粒
子
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
肺
の
奥
深
く
ま
で
入

り
や
す
く
、
ぜ
ん
息
や
気
管
支
炎
な
ど
の

呼
吸
疾し

っ
か
ん患
や
循
環
器
へ
影
響
を
与
え
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
μm（
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と

い
う
単
位
は
、㎜
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）の

千
分
の
一
で
あ
り
、
微
小
粒
子
状
物
質

（
P
M
2
．
5
）の
粒
径
は
髪
の
毛
の
直
径

70 

μm
の
約
30
分
の
1
と
な
る
た
め
、
人

の
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

○
注
意
喚
起
の
方
法

　

微
小
粒
子
状
物
質（
P
M
2
．
5
）
濃

度
の
日
平
均
値
が
70 

μg
／
㎥
を
超
え
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
長
崎
県
か
ら
注

意
喚
起
の「
お
知
ら
せ
」が
公
表
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
西
海
市
に
お
い
て

も
防
災
無
線
に
よ
り
周
知
を
行
い
ま
す
。

　

注
意
喚
起
に
関
す
る
対
応
方
針
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
崎
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
注
意
す
る
内
容

・
で
き
る
だ
け
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
や
、
長
時
間
の

運
動
は
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。

・
マ
ス
ク
を
す
る
場
合
は
、
サ
イ
ズ
を
合

わ
せ
る
な
ど
適
切
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
内
に
粒
子
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う

に
、
室
内
の
換
気
は
必
要
最
小
限
に

し
、
洗
濯
物
は
で
き
る
だ
け
室
内
に
干

す
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
呼
吸
器
系（
ぜ
ん
息
な
ど
）
や
循
環
器

系（
心
臓
病
な
ど
）
の
疾
患
が
あ
る
方

や
、
子
ど
も
、
高
齢
者
は
、
体
調
の
変

化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
注
意
喚
起
の
解
除

　

一
般
の
人
が
屋
外
で
活
動
す
る
機
会
が

増
え
る
、
日
中
の
行
動
の
参
考
情
報
と
し

て
公
表
し
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

翌
日
の
午
前
0
時
を
も
っ
て
注
意
喚
起
の

情
報
は
自
動
的
に
解
除
さ
れ
ま
す
。

①環境省大気汚染物質広域
　監視システム「そらまめ君」
　http://soramame.taiki.go.jp/

②長崎県大気環境速報システム
　http://nagasaki-taiki.aa0.
　netvolante.jp/

測定結果にかかる
速報値の公開

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
、
各

世
帯
に
配
布
し
て
い
る
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
や
広
報
紙
で
、
適
正

な
分
別
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
依
然
と
し
て
、
も
え
る

ご
み
に
、
も
え
る
ご
み
以
外
の
ご

み
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
・
ア
ル

ミ
箔
製
容
器
が
、
も
え
る
ご
み
に

混
入
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
も
え
な
い

ご
み（
黄
色
の
袋
）で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

も
え
る
ご
み
に
処
理
で
き
な
い

ご
み
が
混
入
す
る
と
、
機
械
の
故

障
の
原
因
と
な
り
、
ご
み
の
処
理

が
滞
り
市
民
の
皆
様
に
大
変
な
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

今
一
度
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
・
ア
ル
ミ
箔
製
容
器
は
、

「
も
え
な
い
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い

炭
化
セ
ン
タ
ー
通
信

第5号

西海市炭化センター処理状況

9
月
もえるごみ処理量 624.50t
炭化燃料 125.07t製造

10
月
もえるごみ処理量 486.37t
炭化燃料 69.26t製造

11
月
もえるごみ処理量 692.73t
炭化燃料 132.80t製造

12
月
もえるごみ処理量 696.93t
炭化燃料 121.59t製造

アルミホイル アルミ箔製容器（皿等）
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ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

「
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）」

　

平
成
26
年
4
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に

よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
が
低

い
方
々
に
対
し
、
制
度
的
な
対
応
を
行
う

ま
で
の
間
の
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
件
給
付
金
は
、
消
費
税
率
引
上
げ（
8

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト
へ
）が

2
年
半
延
期
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
経

済
対
策
の
一
環
」と
し
て
、
社
会
全
体
の
所

得
の
底
上
げ
に
寄
与
す
る
た
め
、
平
成
29

年
4
月
か
ら
平
成
31
年
9
月
ま
で
の
2
年

半
分
を
一
括
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

○
西
海
市
で
支
給
の
対
象
と
な
る
方

　

平
成
28
年
1
月
1
日（
基
準
日
）時
点
で

西
海
市
に
住
民
票
が
あ
っ
た
方
の
う
ち
、

平
成
28
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
方

○
支
給
額

　

支
給
対
象
者
お
ひ
と
り
に
つ
き
1
回
限

り
、
1
万
5
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
手
続
等

　

西
海
市
で
は
、
2
月
下
旬
頃
に
支
給
対

象
見
込
み
の
方
に
対
し
、
個
別
に
お
知
ら

せ
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

○
申
請
方
法

　

お
知
ら
せ
に
同
封
の
申
請
書
に
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
お
近
く
の
西
海
市
役
所

窓
口
へ
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
際
し
ま
し
て
は
、
申
請
者
全
員

の
本
人
確
認
書
類
、
お
よ
び
振
込
口
座

確
認
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

・
本
人
確
認
書
類

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー

ド
、
健
康
保
険
証
、
通
帳
な
ど
、
い
ず
れ

か
ひ
と
つ
の
写
し（
有
効
期
限
が
あ
る

も
の
は
期
限
内
の
も
の
）

・
振
込
口
座
確
認
書
類

振
込
み
を
希
望
さ
れ
る
口
座
の
通
帳
、

ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

　

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
給
実
績
が
あ

る
場
合
、
申
請
書
に
口
座
情
報
を
印

刷
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
同
じ
口
座

へ
の
振
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

添
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
受
給
実
績
が
あ
っ
て
も
、
条
件

に
よ
っ
て
は
口
座
情
報
が
印
刷
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は
添
付
が
必
要
で
す
。

○
申
請
受
付
期
間

　

平
成
29
年
3
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
8

月
1
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

○
支
払
時
期

　

申
請
受
付
後
、
お
お
よ
そ
1
月
半
で
ご

指
定
の
口
座
に
振
込
む
予
定
で
す
。

○
よ
く
あ
る
ご
質
問

Q 

平
成
28
年
1
月
2
日
以
降
に
、
西
海
市

か
ら
転
出
し
た
が
、
申
請
は
転
出
先
の
市

町
村
で
行
う
の
か

A 

申
請
を
受
け
付
け
る
窓
口
は
、
基
準
日

（
平
成
28
年
1
月
1
日
）時
点
で
住
民
票
が

あ
っ
た
市
町
村
で
す
。
お
尋
ね
の
よ
う
な

場
合
は
、
西
海
市
が
受
付
窓
口
と
な
り
ま

す
。

Q 

平
成
28
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
要
件
に
該
当
す
る
者
と
は

A 

平
成
28
年
度
の
住
民
税
の
均
等
割
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活
の
面
倒
を

見
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合（
住
民
税
に
お

い
て
、ど
な
た
か
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る

場
合
）

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て

い
る
場
合
等

Q 

臨
時
福
祉
給
付
金
に
お
け
る
扶
養
親
族

等
と
は

A 

基
本
的
に
は
税
務
上
の
扶
養
に
準
じ
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
配

偶
者
特
別
控
除
に
お
け
る
配
偶
者
、
扶
養

親
族
、
青
色
事
業
専
従
者
お
よ
び
白
色
事

業
専
従
者（
※
）で
す
。

※
事
業
専
従
者
：
青
色
・
白
色
申
告
を
行

う
個
人
事
業
主
と
生
計
を
一
つ
に
す
る

配
偶
者
や
、
15
歳
以
上
の
親
族
で
年
間

6
か
月
以
上
そ
の
事
業
に
も
っ
ぱ
ら
従

事
し
て
い
る
人

Q 

臨
時
福
祉
給
付
金（
3
千
円
）の
申
請

を
行
っ
た
が
、
今
回
の
臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）に
つ
い
て
は
申
請
を
し
な

い
で
も
受
給
で
き
る
か

A 

臨
時
福
祉
給
付
金
と
臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
給
付

金
で
す
の
で
、
受
給
の
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

○
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
等
に
関
し
て
、

・
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、「
臨
時

福
祉
給
付
金
等
」
を
支
給
す
る
た
め
に

メ
ー
ル
で
手
続
き
を
お
願
い
す
る
こ
と

や
、手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
な

ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
支
払
機
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
現
時
点
で
、
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
、住
民
の
皆
様
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口

座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や
厚
生

労
働
省（
の
職
員
）な
ど
を
か
た
っ
た
不

審
な
電
話
や
郵
便
、
メ
ー
ル
が
あ
っ
た

場
合
に
は
福
祉
課
や
警
察
署（
警
察
相

談
窓
口
電
話（
#
9
1
1
0
））
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
総
務
福
祉
班

　

☎
37

－

0
0
6
9

　

厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

－

0
3
7

－

1
9
2

「
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）」の
お
知
ら
せ
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ほ
け
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と
ふ
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し

平成28年度 
特定健診地区別受診状況

平成29年1月16日
現在の数値です

対象者
　西海市国民健康保険の被保険者で
40歳から74歳までの方。

　（注）特定健診受診券を持っていな
い、または紛失してしまった場合は、
健康ほけん課へご連絡ください。
☎37-0067

注）この数値は法定報告とは異なり、国保の有
資格者がどれだけ今年度受診したかを算出し
たものです。

国民健康保険

西彼町
行政区 対象者 受診者 受診率
伊ノ浦 96 33 34.38%
小　迎 207 85 41.06%
八木原 206 76 36.89%
大　串 179 59 32.96%
平　山 132 45 34.09%
鳥　加 88 39 44.32%
白　崎 95 23 24.21%
下　岳 117 35 29.91%
上　岳 170 59 34.71%
喰　場 62 12 19.35%
平　原 72 26 36.11%
白似田 122 43 35.25%
風　早 88 46 52.27%
亀　浦 70 23 32.86%
宮　浦 78 45 57.69%
中　山 89 31 34.83%
西彼町 1,871 680 36.34%

大島町
行政区 対象者 受診者 受診率
黒　瀬 63 33 52.38%
大　島 83 48 57.83%
塩　田 23 11 47.83%
田の浦 17 2 11.76%
塔の尾 15 12 80.00%
太田尾 54 26 48.15%
中　戸 41 15 36.59%
蛤 44 19 43.18%

徳　万 51 20 39.22%
間瀬本町1区 47 8 17.02%
間瀬本町2区 34 11 32.35%
間瀬東町1区 47 14 29.79%
間瀬東町2区 58 23 39.66%

馬込東 50 15 30.00%
馬込西 142 42 29.58%
寺　島 57 23 40.35%
真　砂 101 25 24.75%
中　央 0 0 0.00%
内　浦 43 8 18.60%
百合ヶ丘 30 10 33.33%
大島町 1,000 365 36.50%

西海町
行政区 地区 対象者 受診者 受診率

丹　納

石　田 42 18 42.86%
江　里 14 7 50.00%
丹　納 75 30 40.00%
木　場 48 10 20.83%
小　計 179 65 36.31%

川　内

日　守 34 8 23.53%
太田原 17 15 88.24%
開　田 34 16 47.06%
浜 29 11 37.93%

古　里 26 14 53.85%
高　地 60 21 35.00%
小　計 200 85 42.50%

水　浦

畑下1 23 3 13.04%
畑下2 20 6 30.00%
畑下3 31 11 35.48%
水　浦 61 27 44.26%
小　郡 29 9 31.03%
小　計 164 56 34.15%

横瀬東

東　1 38 21 55.26%
東　2 44 24 54.55%
東　3 22 9 40.91%
東　4 17 6 35.29%
小　計 121 60 49.59%

横瀬西

下　町 26 6 23.08%
町ノ辻 23 10 43.48%
丸　山 31 12 38.71%
中　原 28 12 42.86%
寄　船 33 17 51.52%
小　計 141 57 40.43%

面　高

宮ノ下 35 14 40.00%
中 14 3 21.43%

新屋敷 22 14 63.64%
岳　城 17 6 35.29%
新　田 32 10 31.25%
小　計 120 47 39.17%

天久保
天久保1 28 10 35.71%
天久保2 25 13 52.00%
小　計 53 23 43.40%

黒　口

丸　尾 10 4 40.00%
村 16 7 43.75%
上 19 3 15.79%

崎　辺 19 3 15.79%
大　岳 9 5 55.56%
小　計 73 22 30.14%

太田和

太田和岳 18 8 44.44%
太田和港 48 26 54.17%
太田和西 23 9 39.13%
太田和南 46 23 50.00%
太田和北 44 24 54.55%
太田和東 60 32 53.33%
小　計 239 122 51.05%

中　浦

奥　野 31 5 16.13%
中浦木場 4 2 50.00%
石　宗 12 5 41.67%
草　住 13 8 61.54%
北　泊 16 9 56.25%
屋良首 12 5 41.67%
松　山 22 8 36.36%
垣　内 19 10 52.63%
野　口 21 14 66.67%
伊佐浦 10 7 70.00%
小　計 160 73 45.63%

七　釜

首ノ田 35 11 31.43%
鳥　崎 25 8 32.00%
上四釜 12 3 25.00%
下四釜 21 9 42.86%
七釜南 21 9 42.86%
七釜木場 26 10 38.46%
小久保里 23 11 47.83%
大久保里 11 4 36.36%
小　計 174 65 37.36%

白　岳 白　岳 24 9 37.50%
合計 西海町 1,648 684 41.50%

崎戸町
行政区 地区 対象者 受診者 受診率

浅間
浅間町 31 12 38.71%
浅間地区 31 12 38.71%

本町

千丈敷町 11 4 36.36%
椿　町 4 1 25.00%
本　町 3 1 33.33%
金比良町 7 4 57.14%
松崎町 0 0 0.00%
本町地区 25 10 40.00%

中央

甚平町 10 6 60.00%
昭和町 11 7 63.64%
浦島町 10 3 30.00%
新本町 9 6 66.67%
東本町 15 5 33.33%
中央地区 55 27 49.09%

栗崎

栗坂町 12 5 41.67%
京　町 3 3 100.00%
栗崎町 7 4 57.14%
海岸通り 8 6 75.00%
日の出町 5 4 80.00%
栗崎地区 35 22 62.86%

横浦

東　町 22 11 50.00%
仲　町 7 1 14.29%
幸　町 9 4 44.44%
内鍬田町 15 4 26.67%
宮崎町 15 6 40.00%
横浦地区 68 26 38.24%

水浦

福浦町 5 1 20.00%
東峰町 9 2 22.22%
高峰町 0 0 0.00%
東山町 10 2 20.00%
渚　町 3 0 0.00%
菅峰町 2 0 0.00%
水浦地区 29 5 17.24%

本郷

浄心町 28 15 53.57%
本郷上町 16 5 31.25%
本郷仲町 10 3 30.00%
本郷港町 19 6 31.58%
本郷地区 73 29 39.73%

江島

江島西 10 7 70.00%
江島東 17 12 70.59%
江島浜 12 5 41.67%
江島計 39 24 61.54%

平島東

平島浦 25 16 64.00%
平島泊 10 8 80.00%
平島
東地区 35 24 68.57%

平島西

平島宮崎 8 6 75.00%
平島小田 9 7 77.78%
平島
西地区 17 13 76.47%

平島北

平島黒崎 0 0 0.00%
平島
南風泊 8 5 62.50%

平島矢坪 5 3 60.00%
平島
北地区 13 8 61.54%

平島全体 65 45 69.23%
崎戸町 420 200 47.62%

大瀬戸
行政区 対象者 受診者 受診率
柳 44 25 56.82%

下　郷 39 15 38.46%
上　郷 58 21 36.21%
平　倉 35 11 31.43%
釜　浦 21 12 57.14%
本　村 22 10 45.45%
西　泊 9 3 33.33%
外　平 48 32 66.67%
内　浦 17 4 23.53%
白西平 3 0 0.00%
羽出川 27 10 37.04%
下　山 65 10 15.38%
東　濱 74 19 25.68%
西　濱 148 51 34.46%
緑が丘 48 17 35.42%
樫　浦 114 36 31.58%
板　浦 116 48 41.38%
福　島 145 35 24.14%
向　島 80 26 32.50%
小　松 48 14 29.17%
南　区 15 10 66.67%
中　区 34 13 38.24%
北　区 18 6 33.33%
西　区 36 14 38.89%
小　干 18 8 44.44%
河　通 9 1 11.11%
上の瀬 13 2 15.38%
奥　浦 23 11 47.83%
幸　物 40 19 47.50%
藤　原 9 8 88.89%
大瀬戸町 1,376 491 35.68%

市全体
対象者 受診者 受診率

6,315 2,420 38.32%
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ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

　

長
崎
県
と
西
海
市
で
は
、
医
療
保
険
が

適
用
さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）の
治
療
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

長
崎
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

対
象
者

　

法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
ご
夫
婦

で
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
長
崎
県
内
在
住

の
方

＊
ご
夫
婦
の
所
得
合
計
が
7
3
0
万
円

未
満（
児
童
手
当
法
施
行
令
第
2
条
お

よ
び
第
3
条
の
規
定
を
準
用
）

対
象
範
囲
と
回
数

　

妻
の
年
齢（
治
療
開
始
時
の
年
齢
）が

43
歳
未
満
の
方

＊
初
め
て
助
成
を
申
請
す
る
際
の
治
療
開

始
時
の
妻
の
年
齢

（
40
歳
未
満
）

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算
6
回
ま
で

（
40
歳
以
上
43
歳
未
満
）

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算
3
回
ま
で

治
療

　

長
崎
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
受
け

た
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精

助
成
額

　

初
回
治
療（
申
請
）の
み
1
回
の
治
療

に
つ
き
30
万
円
を
上
限
に
支
給

（
2
回
目
以
降
は
、
治
療
内
容
に
よ
っ
て

助
成
額
が
変
わ
り
ま
す
。）

　

男
性
不
妊
治
療　

1
回
に
つ
き
15
万
円

を
上
限
に
支
給

申
請
期
間

　

治
療
の
終
了
日
が
属
す
る
年
度
内

＊
今
年
度
終
了
分
は
、
29
年
3
月
末
日
ま

で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

★
必
要
書
類
等
は
長
崎
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

制
度
や
申
請
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
西
彼
保
健
所　

地
域
保
健
課

　

☎
0
9
5

－
8
5
6

－

5
1
5
9

西
海
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

西
海
市
で
は
、
長
崎
県
が
実
施
す
る
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
、
さ
ら
に
上

乗
せ
し
て
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

西
海
市
に
1
年
以
上
、
か
つ
申
請
日
も

引
き
続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。
長
崎

県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
承
認
決
定

通
知
を
受
け
て
い
る
方
。

助
成
額

　

治
療
1
回
に
つ
き
10
万
円（
凍
結
胚
移

植（
採
卵
を
伴
わ
な
い
も
の
）
等
に
つ
い

て
は
5
万
円
）を
上
限

　

男
性
不
妊
治
療　

1
回
に
つ
き
10
万
円

を
上
限
に
支
給

問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課　

☎
37

－

0
0
2
9

福
祉
医
療
費　

申
請
し
て
い
な

い
領
収
書
は
、あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

福
祉
医
療
費
の
支
給
申
請
書
は
、
毎
月
10

日
〆
で
月
末
支
払
い
を
し
て
い
ま
す
が
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
乳
幼
児
】基
本
は
現
物
給
付
で
す
が
、
県
外

の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
り
、
福
祉
医
療
費

の
現
物
給
付
を
受
け
て
い
な
い
領
収
書
が

あ
れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
等
・
こ
ど
も
】受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
方
は

申
請
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
の
領
収
書
が
あ

れ
ば
、
医
療
機
関
で
証
明
を
取
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
受
診
後
お
早
め
に
申
請
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
、
ひ
と
り
親
等
、
こ
ど
も
福
祉
医

療
は
、
医
療
機
関
ご
と
に
日
額
8
0
0
円

ま
た
は
月
額
1
、
6
0
0
円
を
自
己
負
担
限

度
額
と
し
て
助
成
し
、
調
剤
薬
局
に
つ
い
て

は
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。
受
診
し
て
5
年

間（
認
定
日
ま
で
）
は
、
遡
っ
て
申
請
で
き

ま
す
。
市
民
課
、
こ
ど
も
課
、
各
総
合
支
所

で
受
付
し
て
い
ま
す
。
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
、
医
療
機
関
の
領
収
書
、
福
祉
医
療
費
支

給
申
請
書（
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
市
民
課
・

各
総
合
支
所
で
発
行
で
き
ま
す
。）、
印
鑑
を

ご
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
福
祉
医
療
費
の
対
象
の
方
が
、
入

院
等
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
場
合
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
取
得
し
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
し
ま
し
ょ
う
。
取
得
の
方

法
は
、
社
会
保
険
の
方
は
勤
め
て
い
る
会
社

の
担
当
へ
、
国
民
健
康
保
険
の
方
は
市
役
所

窓
口
に
て
申
請
で
き
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
窓
口
で
提
示

す
る
と
窓
口
負
担
金
も
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、

福
祉
医
療
費
の
申
請
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課　

☎
37

－

0
0
2
9

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内

宝
く
じ
収
益
金
を
子
育
て

支
援
に
役
立
て
ま
し
た

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
道
路
整
備
や

学
校
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
や
、
子
育

て
支
援
等
の
福
祉
向
上
対
策
な
ど
、

様
々
な
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
特
別
保
育
事
業
補

助
金
の
一
部
に
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
基
金
交
付
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

広報さいかい 2月号 No.142 12



ほ
け
ん
と
ふ
く
し

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
定
期
予
防
接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

　

肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
に
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
防
効
果
や

副
反
応
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
に
理
解
し
た

う
え
で
、
医
師
と
相
談
し
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

28
年
度
の
助
成
対
象
者

　

次
に
該
当
す
る
西
海
市
民
で
希
望
す
る

人
。
た
だ
し
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

65
歳
相
当
の
人（
昭
和
26
年
4
月
2
日
生
〜

昭
和
27
年
4
月
1
日
生
の
人
）

70
歳
相
当
の
人（
昭
和
21
年
4
月
2
日
生
〜

昭
和
22
年
4
月
1
日
生
の
人
）

75
歳
相
当
の
人（
昭
和
16
年
4
月
2
日
生
〜

昭
和
17
年
4
月
1
日
生
の
人
）

80
歳
相
当
の
人（
昭
和
11
年
4
月
2
日
生
〜

昭
和
12
年
4
月
1
日
生
の
人
）

85
歳
相
当
の
人（
昭
和
6
年
4
月
2
日
生
〜

昭
和
7
年
4
月
1
日
生
の
人
）

90
歳
相
当
の
人（
大
正
15
年
4
月
2
日
生
〜

昭
和
2
年
4
月
1
日
生
の
人
）

95
歳
相
当
の
人（
大
正
10
年
4
月
2
日
生
〜

大
正
11
年
4
月
1
日
生
の
人
）

1
0
0
歳
相
当
の
人（
大
正
5
年
4
月
2
日

生
〜
大
正
6
年
4
月
1
日
生
の
人
）

　

※
28
年
度
に
対
象
と
な
る
人
は
、
29
年
度

以
降
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

26
年
度
お
よ
び
27
年
度
に
対
象
で
あ
っ
た

人
は
、
28
年
度
を
含
め
今
後
も
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
障
害
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
に
該
当

す
る
人

助
成
回
数
お
よ
び
個
人
負
担
金

　

1
回　

2
、
0
0
0
円

　

助
成
手
続
は
、
医
療
機
関
で
の
要
件
確
認

の
み
で
市
役
所
へ
申
込
等
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

実
施
医
療
機
関

　

市
内
の
医
療
機
関
、
県
内
の
登
録
医
療

機
関
。

　

市
外
の
医
療
機
関
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

医
療
機
関
に
長
崎
県
広
域
予
防
接
種
事
業
加

入
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。（
事
業
加
入
医
療
機
関
以
外
で
の
接

種
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。）
個
人
負
担
金

は
、
市
内
で
の
接
種
と
同
額
で
す
。

持
参
す
る
も
の

　

○
保
険
証

　

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、
身
体
障

害
者
手
帳

　

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は
、
福
祉
事

務
所
長
発
行
の
証
明
書
を
提
出
す
る

と
無
料
で
す
。

実
施
期
間（
接
種
期
間
）

　

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

　

※
西
海
市
で
は
、
対
象
者
に
対
し
て
個
別

に
案
内
は
が
き
等
を
送
付
し
て
い
ま
せ

ん
。
今
年
度
対
象
と
な
っ
て
い
る
方

は
、
直
接
医
療
機
関
へ
接
種
希
望
の
旨

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
ほ
け
ん
課　

☎
37

－

0
0
6
7

障がいのある方に関する手当について
　身体または精神（知的）に障がいがある方で、障がいの程度が手当の認定基準に該当する場合に支給
される手当についてお知らせします。
※申請には医師の診断書が必要となりますので、事前に福祉課（障がい者福祉班）までお問い合わせください。

特別児童扶養手当 特別障害者手当 障害児福祉手当

対象者

精神（知的）または身体に
障がいのある20歳未満の
児童を監護している父母
（父母が監護しない場合は
養育者）

20歳以上で、国民年金の1
級程度の障がいが重複する
など、著しく重度の障がい
状態にあるため日常生活に
常時特別の介護を必要とす
る在宅障がい者

20歳未満で、最重度の障
がい状態にあるため日常生
活に常時の介護を必要とす
る在宅障がい児

手当月額

重度障がいの児童（1級）
51,500円
中度障がいの児童（2級）
34,300円

26,830円 14,600円

支給月 4月・8月・11月 5月・8月・11月・2月 5月・8月・11月・2月

支給されない事例
（受給中の方でこの事例に該
当する場合は福祉課へご連
絡ください）

○児童が児童福祉施設等に
入所している

○児童が障がいを支給事由
とする公的年金などを受
給している

○施設等に入所している
○病院などに継続して3か
月を超えて入院している

○施設等に入所している
○障がいを支給事由とする
公的年金などを受給して
いる

問い合わせ先　福祉課　☎37－0069
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ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

第14回　長崎県ねんりんピック参加者募集
参加資格　県内在住の60歳以上（昭和33年4月1日以前に生まれた者）
　　　　　ただし、囲碁大会は60歳以上および15歳以下、将棋大会は60歳未満でも出場できます。

区分 参加料 申込期限 申込先

スポーツ
（個人）

卓球

500円
（一人当たり）

2月28日 競技団体

テニス
ソフトテニス
マラソン
弓道
剣道
水泳

ターゲット・バードゴルフ

スポーツ
（団体）

ソフトボール 15,000円
ペタンク 2,000円
太極拳 3,500円

ソフトバレーボール 3,000円
サッカー 10,000円

わのわリング 2,500円
ローンボウルス 2,500円
バウンドテニス 3,000円

作品展 無料（搬入費用は個人負担） 4月28日 大会事務局

申込方法・参加料

開催期日

区分 参加料（一人当たり） プレー代 申込期限 申込先
ゴルフ 500円 未定（後日、長崎県ゴルフ協会より発表）

ボウリング 500円

予選ゲーム料
　3,000円
決勝ゲーム料
　1,000円 3月24日

 長崎県ボウリング連盟
 長崎県ボウリング場協会

囲碁 500円 日本棋院長崎県支部連合会
将棋 500円 大会事務局

健康マージャン 500円 　1,000円 長崎県麻雀段位審査会

区分 開催日
総合開会式 5月13日（土）
スポーツ交流大会
卓球、ゴルフ、ボウリングを除く

5月13日（土）
5月13日（土）、14日（日）ソフトボール

卓球交流大会 5月8日（月）
ゴルフ交流大会 未定
ボウリング交流大会 4月22日（土）
囲碁交流大会 5月13日（土）
ふれあい将棋大会 5月14日（日）
健康マージャン交流大会 5月14日（日）
生きがい作品展 6月1日（木）～ 6月4日（日）

問い合わせ先
大会事務局：
（公財）長崎県すこやか長寿財団
健康生きがい推進課
☎095－847－5212
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くらしの情報

く
ら
し
の
情
報

募
集非

常
勤
職
員（
幼
児
教
育

相
談
支
援
員
）募
集

募
集
職
種

　

幼
児
教
育
相
談
支
援
員

募
集
人
員　

1
名

勤
務
場
所

　
教
育
委
員
会
ま
た
は
関
係
小
学
校

勤
務
内
容

就
学
前
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
療
育
支
援
お
よ
び

相
談
支
援
、
幼
児
の
指
導

採
用
期
間

平
成
29
年
4
月
1
日
〜
平
成
30

年
3
月
31
日（
1
日
4
〜
6
時

間
、
週
20
〜
30
時
間
）　

※
勤

務
時
間
は
勤
務
形
態
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
学
校
教
諭
、
特
別
支
援
学
校

教
諭
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許

を
有
す
る
方

応
募
要
領

履
歴
書（
写
真
添
付
）
を
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
封
筒
に「
幼
児
教
育
相
談

支
援
員
希
望
」と
朱
書
き
し
て

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

郵
送
、
持
参
と
も
3
月
8
日

（
水
）17
時
必
着

採
用
決
定

面
接
試
験
を
実
施
し
て
決
定
し

ま
す
。

報
酬

　

月
額
9
4
、0
0
0
円
〜

1
4
1
、0
0
0
円

※
報
酬
月
額
は
勤
務
形
態
に

　

よ
り
決
定
し
ま
す
。

費
用
弁
償　

市
の
規
程
に
よ
る

福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
、
年
次
有
給
休
暇
、

特
別
休
暇（
一
部
無
給
）

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
8
5
7

－

2
3
0
1

　

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
板
浦
郷

　

9
2
0
番
地
12

　

学
校
教
育
課

　
☎
37

－

0
0
7
8

非
常
勤
職
員（
学
校
図
書

館
司
書
）募
集

募
集
職
種　

学
校
図
書
館
司
書

募
集
人
員　

1
名

勤
務
場
所　

市
内
中
学
校

勤
務
内
容

学
校
図
書
館
の
運
営
・
管
理
に

関
す
る
業
務

採
用
期
間

平
成
29
年
4
月
1
日
〜
平
成
30

年
3
月
31
日（
1
日
6
時
間
、

週
30
時
間
）

応
募
資
格

司
書
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
平
成
29
年
3
月
中
に
取
得

見
込
み
の
方

応
募
要
領

履
歴
書（
写
真
添
付
）
を
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
封
筒
に「
学
校
図
書
館
司

書
希
望
」と
朱
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限

郵
送
、
持
参
と
も
3
月
8
日

（
水
）17
時
必
着

採
用
決
定

面
接
試
験
を
実
施
し
て
決
定
し

ま
す
。

報
酬　

月
額
1
4
1
、0
0
0
円

費
用
弁
償　

市
の
規
程
に
よ
る

福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
、
年
次
有
給
休
暇
、

特
別
休
暇（
一
部
無
給
）

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
8
5
7

－

2
3
0
1

　

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
板
浦
郷

　

9
2
0
番
地
12

　

学
校
教
育
課

　
☎
37

－

0
0
7
8

お
知
ら
せ

上
級
救
命
講
習
の

お
知
ら
せ

日
時

　

2
月
26
日（
日
）

　

9
時
〜
18
時（
8
時
間
）

場
所

　

佐
世
保
市
平
瀬
町
9

－

2

　

佐
世
保
市
消
防
局
3
階

内
容⑴

新
生
児
か
ら
成
人
を
対
象
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
止

血
法
の
指
導

⑵
異
物
除
去
法
の
指
導

⑶
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
指
導

⑷
傷
病
者
の
管
理
法
・
外
傷
の

手
当
要
領
・
搬
送
法

⑸
そ
の
他
の
応
急
手
当
法
の
指
導

受
付
期
間

2
月
16
日（
木
）8
時
30
分
か
ら

2
月
25
日（
土
）17
時
15
分
ま
で

定
員20

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。）

受
講
対
象
者

中
学
生
以
上
の
方
受
講
者
全
員

に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
、
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。（
受
講
料

は
無
料
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

次
の
担
当
署
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
世
保
市
西
消
防
署

　

☎
0
9
5
6

－

47

－

2
0
7
6

　

Ⓕ
0
9
5
6

－

26

－

2
1
1
9

岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団

平
成
29
年
度
奨
学
生
募
集

対
象
者

大
学
生（
大
学
院
）・
短
大
生（
高

専
）・
専
修
生（
高
卒
）

※
保
護
者
が
県
内
に
住
所
を
有

　

す
る
者
を
原
則
と
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
2
月
20
日（
月
）〜
4
月
21
日（
金
）

※
所
属
校
長
等
を
経
て
願
書
に

関
係
書
類
を
添
え
、
財
団
の

理
事
長
に
提
出
す
る
。

奨
学
金
の
貸
与
月
額

大
学
生
・
短
大
生
・
専
修
生

　

月
額
5
0
、0
0
0
円

高
専
生

　

月
額
3
0
、0
0
0
円

　
（
1
年
〜
3
年
）

　

月
額
5
0
、0
0
0
円

　
（
4
年
〜
5
年
）

そ
の
他

詳
細
は
、
財
団
の「
奨
学
金
貸

与
規
則
」等
に
よ
り
ま
す
の
で
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
岡
田
甲
子
男
記
念
奨

学
財
団

　

☎
0
9
5
6

－

24

－

0
0
1
1
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広　
告　
欄

ケアマネ試験対策 無料無料セミナー
平成29年10月のケアマネ試験に向けて受験対策無料セミ
ナーを開催します。
来年は法改正や受験資格が厳しくなります。資格取得を目指す
なら今回がチャンスです。受験準備に是非ご活用ください。

▶日　　時：3月11日（土）・3月25日（土）10時～ 16時
▶場　　所：西海市大瀬戸コミュニティセンター
▶定　　員：各20名（定員になり次第締切ります）
▶受 講 料：無料（別途資料代：1,000円）
▶申し込み：さくら福祉学院 長崎　右のQRコードから
　　　　　　☎080-3220-1811（松野）　メールmomo-ichi@i.softbank.jp

広報さいかいに広告を掲載してみませんか

規格および広告掲載料

詳しくは政策企画課秘書広報班（☎37-0261）
または西海市ウェブサイトをご覧ください

1　枠
（45mm×178mm）
月額1万円

半　枠
（45mm×88mm）
 月額5千円

ライン登録で
秘密の特典あり

電
話
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

九
州
北
部
税
理
士
会
長
崎
支
部

で
は
、
税
理
士
記
念
日
に
合
わ
せ

て
、
28
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告

関
係
を
中
心
に
、
電
話
に
よ
る
無

料
税
務
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　

2
月
23
日（
木
）

時
間　

10
時
〜
16
時

相
談
専
用
電
話
番
号

　

☎
0
9
5（
8
2
6
）8
9
2
6

問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
北
部
税
理
士
会
長
崎
支
部

　

☎
0
9
5（
8
2
1
）0
6
0
0

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
ＩＮ

西
海
市

　

今
年
度
も
科
学
実
験
、
科
学
工

作
等
を
体
験
で
き
る「
サ
イ
エ
ン

ス
ワ
ー
ル
ド 

IN 

西
海
市
」を
開

催
し
ま
す
。
長
崎
大
学
や
西
海
市

内
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の

教
員
、
地
元
企
業
の
方
な
ど
が
講

師
と
な
り
、
自
然
科
学
の
不
思
議

実
験
・
体
験
が
で
き
る
出
展
を
行

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
知
的
好

奇
心
や
探
究
心
、
科
学
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
る
う
え
で
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
る
機
会
で
す
。

大
人
も
楽
し
め
る
内
容
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

　

2
月
25
日（
土
）13
時
〜
15
時

会
場　

大
瀬
戸
中
学
校
体
育
館

主
催・

西
海
市
教
育
委
員
会

・
長
崎
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

・
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
実
行

委
員
会

対
象
者

西
海
市
内
の
子
ど
も
、
保
護

者
、
教
職
員
、
一
般
市
民

※
特
に
親
子
連
れ
は
大
歓
迎

し
ま
す
！
保
護
者
の
了
解

が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。

参
加
費　

無
料

※
開
会
式
で
は
、
さ
い
か
い

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
に
よ
る

歌
の
披
露
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
募
集

　

農
業
委
員
会
で
は
、
現
農
業
委

員
の
7
月
19
日
で
の
任
期
満
了
に

伴
う
次
期
の
農
業
委
員
と
、
新
た

に
設
置
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
推
薦
お
よ
び
募
集
を

実
施
し
ま
す
。

　

今
ま
で
の
農
地
法
な
ど
に
よ
る

業
務
に
加
え
、「
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化（
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
）」
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
農
業
委
員
会
の
必
須
業
務

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
等
、

農
業
委
員
会
の
職
務
に
関
し
意
欲

の
あ
る
方
の
推
薦
お
よ
び
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員

○
農
業
委
員

19
人（
任
期
：
平
成
29
年
7
月

20
日
〜
平
成
32
年
7
月
19
日
）

※
委
員
定
数
19
名
内
、
10
名
以

上
は
認
定
農
業
者
等
を
必

要
と
し
ま
す
。

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

30
人（
任
期
：
委
嘱
を
受
け

た
日
〜
平
成
32
年
7
月
19

日
）

公
募
期
間

　
2
月
24
日（
金
）〜
3
月
24
日（
金
）

公
募
の
要
件
お
よ
び
推
薦
・
応
募
の
方
法

　

西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
で
配
布

す
る「
農
業
委
員
お
よ
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
推
薦

お
よ
び
募
集
実
施
要
領
」を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会

　
☎
37

－

0
0
8
0

風
力
発
電
等
に
係
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ

〜
講
演
会
・
報
告
会
開
催
〜

　

本
市
は
風
況
の
良
さ
等
か
ら
大

規
模
な
風
力
発
電
事
業
の
適
地
と

し
て
発
電
事
業
者
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
民
間
企
業
に
よ

る
発
電
事
業
等
の
実
施
を
地
域
振

興
に
つ
な
げ
、
無
秩
序
な
開
発
を

防
止
し
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
や

地
域
経
済
活
動
へ
の
悪
影
響
を
回

避
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
環

境
省
の「
風
力
発
電
等
に
係
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
手
法
検
討
モ
デ
ル
事

業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
時　

3
月
下
旬

（
※
詳
細
は
次
号
や
西
海
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

場
所　

　
大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

3
階
大
会
議
室（
予
定
）

内
容　

※
入
場
料
無
料

　
【
講
演
会
】

　

・
風
力
発
電
関
連
産
業
に
つ
い
て

　

・
洋
上
風
力
発
電
と
海
と
の
共
生

　
　

に
つ
い
て

　
【
報
告
会
】

　

・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
作
業
進
捗
状
況

　

・
平
成
29
年
度
の
取
組
内
容

問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
企
画
課

　

☎
37

－

0
0
6
3

【
風
力
発
電
等
に
係
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
】

風
力
発
電
導
入
促
進
が
可
能
な
エ
リ

ア
、環
境
保
全
を
優
先
す
べ
き
エ
リ
ア

な
ど
を
設
定
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
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「確定申告会場」のご案内

会場 NBC別館
長崎市上町1番35号

期間 2月16日（木）～3月15日（水）
※土・日曜日は確定申告会場は開設していません。
　ただし、2月19日、2月26日の日曜日に限り確定申告会場を開設します。

受付 9時～16時
（注1）会場は駐車場がありません。公共の交通機関をご利用ください。
（注2）左記期間中は、長崎税務署では確定申告相談はできません。
（注3）当会場での納税はできませんので、最寄りの金融機関をご利用ください。

自 宅 で で き ま す ！ 確 定 申 告

ご自宅等で作成コーナーを利用すると、こんなに便利！

問い合わせ先のご案内
～ご不明な点等は、お電話で問い合わせることができます～

　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で作成した確定申告書は、
インターネットで送信（e-Tax）または印刷して郵送してください。

長崎税務署（095）822－4231
ご用件に応じて番号を選択してください。

e-Taxまたは
郵送で提出

税務署に出向く必要なし！
e-Taxまたは印刷して郵送等により
提出することができます。

いつでも利用可能！
確定申告期間中は、
休日を含め24時間利用できます。

自動計算機能！
収入金額や控除金額などを入力することで、
税額を自動で計算することができます。

プリントサービスにも対応！
コンビニエンスストア等のプリントサービスを
利用して、申告書を印刷することができます。

自宅で申告書を作成中に、ちょっと分からないことが
あるんだけど、どこに聞けばいいかな？

申告に関するご質問や必要な書類の確認などは、
お電話で問い合わせることができます。

「0」番をプッシュ　【1月13日～ 3月15日まで開設】
所得税、消費税および贈与税の確定申告に関するお問い合わせ
【確定申告テレホンセンターの担当者におつなぎします。】

「1」番をプッシュ
【電話相談センターの担当者におつなぎします。】

確定申告に関するお問い合わせ 国税に関する一般的なお問い合わせ

確定申告会場
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西
海
市
で
は
水
道
事
業
統
合
計
画
に
基

づ
き
、
離
島
地
域（
江
島
・
平
島
・
松
島
）

を
除
く
簡
易
水
道
事
業（
西
彼
町
、
西
海

町
、
崎
戸
町
、
大
瀬
戸
町
の
一
部
）に
つ
い

て
4
月
1
日
よ
り
上
水
道
事
業
に
統
合
す

る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
金
融
機
関
で
の
自

動
払
込
を
利
用
し
て
簡
易
水
道
料
金
を
お
支

払
い
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
の
収
納

加
入
者
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

西
海
市
会
計
管
理
者
が
収
納
し
て
い
ま

し
た
簡
易
水
道
料
金
は
、
西
海
市
水
道
事

業
が
4
月
払
込
分
か
ら
収
納
事
務
を
引
き

継
ぎ
、
上
水
道
料
金
と
し
て
収
納
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
変
更
前
】

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

収
納
加
入
者
：
西
海
市
会
計
管
理
者

事
業
名
：
西
海
市
簡
易
水
道
事
業

料
金
名
：
簡
易
水
道
料
金

【
変
更
後
】

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら

収
納
加
入
者
：
西
海
市
水
道
事
業

事
業
名
：
西
海
市
水
道
事
業

料
金
名
：
上
水
道
料
金

　

統
合
後
も
、お
客
様
が
依
頼
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
の
通
帳
か
ら
水
道
料
金
を
引
き

落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
引
き
落

と
し
日
は
以
前
と
同
様
に
4
月
と
12
月
が

20
日
の
引
き
落
と
し
、
そ
れ
以
外
の
月
が
25

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
収
納
加
入
者
の
変
更
に
よ

り
お
客
様
の
変
更
の
お
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、今
回
の
収
納
加
入
者
の
変
更
に
関

す
る
疑
問
、
質
問
お
よ
び
異
議
申
立
て
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
3
月
10
日
ま
で
に
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
水
道
課
水
道
総
務
班

☎
37

－

0
0
7
2

※
上
水
道
課
で
は
口
座
引
き
落
と
し
に
関

す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
厳
正
に
管
理

し
、
水
道
料
金
収
納
事
務
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

簡
易
水
道
料
金
収
納
に
係
る
収
納
加
入
者
の
変
更
に
つ
い
て

牛・豚・鶏などの飼養者は県へ報告を！
　家畜伝染病の「口蹄疫」や「高病原性鳥インフルエンザ」の発生を踏まえ、愛玩目的を含めて家畜・家きんを1頭
（羽）でも飼養している方は、2月1日現在の飼養状況などを毎年県に報告することが家畜伝染病予防法で義務付け
られています。(家畜伝染病予防法第12条の4)期限までの提出をよろしくお願いします。

対 象 者 報告期限
①牛、水牛、馬、鹿、めん羊、山羊、豚、いのししの所有者 4月14日
②鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥および七面鳥の所有者 6月15日

頭 羽 数 内  容

小規模
所有者

○牛・水牛・馬の場合：1頭
○鹿・めん羊・山羊・豚・いのししの場合：6頭未満 
○鶏・あひる・うずら・きじ・ほろほろ鳥・七面鳥の場合：100羽未満
○だちょうの場合：10羽未満

（1）家畜の所有者の氏名または名称および住所
（2）管理者の氏名または名称および住所
（3）農場の名称および住所
（4）家畜の種類および頭羽数
（5）畜舎等の数

小規模
所有者
以　外

○牛・水牛・馬の場合：2頭以上
○鹿・めん羊・山羊・豚・いのししの場合：6頭以上 
○鶏・あひる・うずら・きじ・ほろほろ鳥・七面鳥の場合：100羽以上
○だちょうの場合：10羽以上

上記（1）から（5）まで
（6）衛生管理区域の設定・消毒設備の設置状況
（7）家畜の飼養密度
（8）埋却地の確保状況
（9）飼養衛生管理基準遵守チェック表

大規模
所有者

○成牛・水牛・馬の場合：200頭以上
○育成牛・鹿・めん羊・山羊・豚・いのししの場合：3,000頭以上
○鶏・うずら：10万羽以上
○あひる・きじ・だちょう・ほろほろ鳥・七面鳥の場合：1万羽以上

上記（1）から（9）まで
（10）担当獣医師の氏名および異常発見時の
早期通報に関する内規の写し

問い合わせ先および提出先    農林課　☎37－0070　  中央家畜保健衛生所　☎0957－25－1331
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何
が
変
わ
る
の
で
す
か
？

　

平
成
29
年
8
月
か
ら
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
期
間（
保
険
料
納
付
済
等

期
間
）を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
方
を
増

や
し
、
こ
れ
ま
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
年

金
保
険
料
を
な
る
べ
く
年
金
の
お
支
払
い

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
は
誰
で
す
か
？

　

既
に
65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
期
間（
保
険
料
納
付

済
等
期
間
）が
10
年
以
上
の
方
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
平
成
29
年

2
月
末
〜
平
成
29
年
7
月
ま
で
の
間
に
日

本
年
金
機
構
か
ら「
年
金
請
求
書
」を
順

次
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

手
続
き
は
必
要
で
す
か
？

　

日
本
年
金
機
構
か
ら「
年
金
請
求
書
」

が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
必
要
書
類
と
併
せ
て
お
近
く
の
年

金
事
務
所
や
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

い
つ
か
ら
受
給
で
き
ま
す
か
？

　

既
に
65
歳
以
上
の
方
で
、
保
険
料
納
付

済
等
期
間
が
10
年
以
上
の
方
は
、
平
成
29

年
9
月
分
を
10
月
に
ご
指
定
の
口
座
へ
年

金
を
お
振
込
み
し
ま
す
。（
以
降
、
2
か
月

分
の
年
金
を
偶
数
月
に
お
支
払
い
し
ま
す
）

受
給
で
き
る
年
金
額
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

　

年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
保

険
料
を
納
め
た
期
間
が
長
け
れ
ば
そ
れ
だ

け
年
金
額
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

民
年
金
の
後
納
制
度
や
任
意
加
入
に
よ

り
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

（
保
険
料
納
付
済
等
期
間
）
が
10
年
に
満

た
な
い
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　

原
則
、
年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
保
険
料
納
付
済
等
期
間
が
現
在
10

年
に
満
た
な
い
場
合
で
も
国
民
年
金
の
任

意
加
入
や
保
険
料
を
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
制
度（
後
納
制
度
）
に
よ
り
保

険
料
納
付
済
等
期
間
を
増
や
す
こ
と
で
、

保
険
料
納
付
済
等
期
間
が
10
年
を
満
た
す

こ
と
が
可
能
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
の
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
例
え
ば
海
外
に
居
住
し
て
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
な
い
な
ど
保
険
料
納
付

済
等
期
間
に
加
算
で
き
る
合
算
対
象
期
間

（
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」）
を
お
持
ち
の

場
合
、
年
金
が
受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
過
去
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」な
ど

を
受
け
取
ら
れ
、
ま
だ
ご
確
認
い
た
だ
い

て
い
な
い
未
統
合
の
年
金
記
録
を
お
持
ち

の
場
合
で
も
年
金
記
録
を
統
合
す
る
こ
と

で
年
金
が
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
確
認
で
き

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
納
付
済
等
期
間
が
現
在

10
年
に
満
た
な
い
方
に
対
し
て
も
個
別
に

お
知
ら
せ
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
送
付

の
時
期
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
改
め
て

ご
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
北
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
0
9
5
9

－

8
6
1

－

1
3
5
4

２
月
は「
相
続
登
記
は

 

お
済
み
で
す
か
月
間
」

　

相
続
登
記
は
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
相
続
し
た
不
動
産
が
亡
く
な
っ
た
人
の

名
義
の
ま
ま
だ
と
、い
ざ
売
る
場
合
な
ど
に

手
続
き
が
順
調
に
進
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相

続
人
が
死
亡
す
る
と
、
新
た
な
相
続
人
が

現
れ
権
利
が
複
雑
化
し
、
手
続
き
に
時
間

も
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
相
続

登
記
は
早
め
に
確
実
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
日
本
司
法
書
士

会
連
合
会
は
毎
年
2
月
を「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」と
定
め
、
専
門
家
で
あ

る
司
法
書
士
が
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
近
く
の

司
法
書
士
事
務
所（
長
崎
県
司
法
書
士
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
可
）ま
た
は
事
務

局（
☎
0
9
5

－

8
2
3

－

4
7
7
7
）

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
司
法
書
士
会　

事
務
局

　
（
☎
0
9
5

－

8
2
3

－

4
7
7
7
）

年
金
を
あ
き
ら
め
て
い
た
皆
さ
ん
へ

　

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間（
保
険
料
納
付
済
等
期
間
）が
10
年
に
短
縮
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
も
年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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くらしの情報

く
ら
し
の
情
報【

所
在
地
】

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
板
浦
郷
１
１
２
８
番
地
16

（
長
崎
県
県
北
振
興
局
大
瀬
戸
土
木
維
持
管
理
事
務
所
２
階
）

【
電
話
番
号
】

上
水
道
課　

☎
37‒

０
０
７
２

下
水
道
課　

☎
37‒

０
０
７
３

「西海市役所の職員っ
て何しているの？」「西
海市に住んで困った
時どこに連絡すれば
いいの？」市民の皆さ
まのそんな疑問にお
答えします！
各課の紹介を毎月特
集するので宜しくお願
いします☆

上
水
道
課

　

水
道
総
務
班
で
は
、
水
道
料
金
に
関
す

る
業
務
全
般
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
針
さ

れ
た
使
用
水
量
を
も
と
に
水
道
料
金
を
確

定
し
、
納
付
書
作
成
や
口
座
振
替
の
依
頼

を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
の
お
支
払

い
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
が
お
す
す

め
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
や
各
種
届
出
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
水
道
総
務
班
、
も
し
く
は
各

総
合
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

水
道
整
備
班
で
は
、
水
道
管
の
布
設
替

え
や
浄
水
場
の
建
設
と
い
っ
た
水
道
関
連

施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
に
分
散
し
た
水
源
や
施
設

を
旧
町
の
枠
組
み
を
越
え
て
統
合
し
、
安

定
供
給
を
図
れ
る
よ
う
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
旧
西
海

南
中
学
校
跡
地
に
新
し
く
浄
水
場
を
建
設

し
て
い
ま
す
。

　

水
道
管
理
班
で
は
、
浄
水
場
や
水
道
管

と
い
っ
た
水
道
施
設
全
般
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

水
道
水
は
い
つ
で
も
安
心
し
て
飲
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
西
海
市

で
は
月
に
1
回
水
質
検
査
を
行
い
、
水
道

水
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
遠
隔
監
視
装
置
を
用
い
て
24
時
間
水

道
水
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
水
道
設
備
の
故
障
を
見
つ
け
ら

れ
た
場
合
の
お
願
い
で
す
。
メ
ー
タ
ー
器

よ
り
宅
地
側
の
故
障
や
漏
水
の
修
理
な
ど

は
市
で
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
直
接「
西
海

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
宅
地
外
や
道
路
な
ど
漏

水
を
発
見
し
た
際
に
は
、
上
水
道
課
も
し

く
は
各
総
合
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
安
全
安
心
な
水
道
水
供
給
の
た
め
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

下
水
道
課

　

下
水
道
総
務
班
で
は
、
下
水
道
使
用
届

の
受
付
、
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
、
施
設

の
維
持
管
理
、
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に

関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
下
水
道
管
が
詰
ま
り
、
マ

ン
ホ
ー
ル
内
の
ポ
ン
プ
が
故
障
す
る
事
例

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
台
所
の
ゴ
ミ
や

油
、
紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
等
は
、
下
水

道
管
の
詰
ま
り
の
発
生
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
流
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
班
で
は
、下
水
処
理
場
や
下

水
道
管
と
い
っ
た
下
水
道
施
設
の
計
画
や

整
備
、浄
化
槽
設
置
整
備
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

下
水
道
課
の
仕
事
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
暮
ら
し
を
よ
り
快
適
に
す
る
こ
と

と
、
西
海
市
の
自
然
豊
か
な
環
境
を
守
る

こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、お
風
呂
や
台
所
な
ど
家
庭
で

使
っ
た
水
が
ど
こ
に
流
れ
て
い
く
か
ご
存

知
で
す
か
。日
頃
何
気
な
く
使
っ
て
は
流
し

て
い
る
水
。下
水
道
は
そ
う
い
っ
た
水
を
き

れ
い
に
し
て
自
然
に
戻
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
管
を
地
中
に
埋
設
す
る
た

め
、
み
な
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

く
、
ま
た
、
水
を
流
し
た
後
の
こ
と
は
普

段
の
生
活
で
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
日
常
生

活
を
送
る
上
で
必
ず
出
る
生
活
排
水
の
処

理
は
、
快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
支

え
、
海
や
川
な
ど
の
環
境
の
保
全
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
西
海
市
に
お
け
る
水
洗
化
率
は

約
69
%
で
す
。
将
来
的
に
は
水
洗
化
率

1
0
0
%
と
、
家
庭
か
ら
出
る
全
て
の
水

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
環
境

に
や
さ
し
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
よ
り

快
適
な
暮
ら
し
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々

の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲瀬戸浄化センター

▲伊佐の浦ダム
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強引な布団の
訪問販売に注意

●強引に高額な契約をさせられる布団の訪問販
売の相談が後を絶ちません。

　ドアを開ける前に訪問者や用件をよく確認し、
必要なければきっぱり断り、事業者を家の中に
入れないことが大切です。

●一人では対応せず、家族や近所の人など周囲
の人に同席してもらうようにしましょう。必要
がなければきっぱりと断ることが大切です。

●家族や周囲の人も、高齢者の家に不審な訪問者
が来ていないか、家の中に不要な品物や契約
書がないかなど、日ごろから気を配りましょう。

●契約してもクーリング・オフや契約の取り消し
ができる場合があります。お住まいの自治体
の消費生活センター等にご相談ください

（消費者ホットライン188）

西海市消費生活センターからの 問い合わせ先
西海市消費生活センター
☎３７－０１４５

見守り
新鮮情報

ひとこと助言
　突然「布団を見せてほしい」と女性が訪問し、家に上がり「汚れ
ているし体に悪いので新しく購入したほうがいい」としつこく勧
めてきた。断って帰ってもらったが、しばらくして男性と一緒に羽
毛布団を持ってきた。断っても「ひと月１万円の支払いだから大
丈夫」などと勧誘され、根負けして承諾してしまった。クレジット会
社の書類を書くときに
初めて、総額が４０万円
と高額であることを
知った。解約したい。

（７0歳代　男性）

家の中に
入れないで

く
ら
し
の
情
報

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
、
内
縁
の
妻
・
夫
、

婚
約
者
な
ど
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
ま

た
は
あ
っ
た
人
か
ら
一
方
的
に
振
る
わ
れ

る
暴
力
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

身
体
的
な
暴
力
の
他
に
、
心
無
い
言
動

等
に
よ
り
、
相
手
の
心
を
傷
つ
け
る
精
神

的
暴
力
、
嫌
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
行
為

を
強
要
す
る
性
的
暴
力
等
も
Ｄ
Ｖ
と
し
て

成
り
得
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
内
閣
府
が
行
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
女
性
の
約
3
人
に
一
人
は
配
偶

者
か
ら
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
の

調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

○
被
害
者
へ
の
影
響

　

殴
る
、
蹴
る
な
ど
に
よ
る
直
接
の
ケ
ガ

の
ほ
か
、不
眠
、頭
痛
、動
悸
、胃
腸
障
害
、

耳
鳴
り
な
ど
の
身
体
症
状
や
う
つ
、
混

乱
、
人
間
不
信
、
無
気
力
、
絶
望
感
、
屈
辱

感
、
摂
食
障
害
、
自
殺
願
望
、
ア
ル
コ
ー

ル
や
薬
物
へ
の
依
存
な
ど
の
精
神
状
態
が

現
れ
ま
す
。

○
子
ど
も
へ
の
影
響

　

直
接
暴
力
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
暴

力
を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
恐
怖
と
極
度
の

緊
張
が
生
ま
れ
、
不
眠
や
頭
痛
な
ど
の
身

体
症
状
や
、
引
き
こ
も
り
な
ど
の
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
は
決
し
て
一
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
勇
気
を
持
っ
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課　

☎
37

－

0
0
2
8

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）っ
て
何
？

男 女
共 同
参 画

西海大鍋まつりのブースで
男女共同参画コーナーを設置

　11月27日に開催された西海大鍋
まつりの安全安心課ブースで男女共同
参画コーナーを今年も設置しました。
　男女共同参画に関するパネル展示
やアンケートのほか、今年は「女性に
対する暴力をなくそう運動」の一環
として、暴力の雨がやみますように
と願いをこめたパープルカラーのて
るてる坊主作成コーナーも実施。
　老若男女問わず、多くの方々がご
来場され、思い思いのてるてる坊主
を作られていました。
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西海観光トピックについて詳しくは情報観光課観光物産班　☎３７－００６４へご連絡ください。

　西海市内の対象店舗にて、みかんを含む500円以
上お買い物をされた方に、デコポンなどの外側の皮
が厚いみかんの外側と中の薄皮が簡単に剥けるア
イテム「ムッキーちゃん」をプレゼントします。昨年も
同様のキャンペーンが行われ、実際に使われたお客
様からも好評でした。西海市内の各店舗にて、なくな
り次第終了しますので、ぜひこの機会に直売所にお
出かけください。

開催期間  2月11日（土）～17日（金）
　　　　 ※各店舗にてなくなり次第終了
  場　所   西海市内直売所（協力店舗）
問い合わせ先  観光協会　☎37-5833
HP   http://www.saikaicity.jp/

対象店舗

竹の家
☎27-1324
西彼町白似田郷1877-7

西彼とれたて処
☎27-0985
西彼町上岳郷1297-1

ふれあいの里清水
☎27-0227
西彼町上岳郷1301-1

旬どころ
☎28-1370
西彼町八木原郷662-1

直売所よかところ
☎32-1101
西海町木場郷490

船番所 旬彩
☎32-2081
西海町横瀬郷3552-2

幸の駅
☎33-2481
西海町七釜郷1886-1

大瀬戸ふれあい市
☎22-0552
大瀬戸町瀬戸樫浦郷2502-11

大瀬戸もちより市
☎23-3080
大瀬戸町瀬戸西浜郷858

観光トピック

観
光
ト
ピ
ッ
ク

西海市の人口の動き
平成28年
12月31日
現在

前月比
各町別

西彼 西海 大島 崎戸 大瀬戸

人
口
日本人 28,596 -24 8,552 7,533 4,929 1,510 6,072 
外国人 429 -5 51 9 347 4 18 

男
日本人 13,829 -8 4,085 3,557 2,483 724 2,980 
外国人 340 -11 13 1 322 2 2 

女
日本人 14,767 -16 4,467 3,976 2,446 786 3,092 
外国人 89 6 38 8 25 2 16 

世
帯
数

日本人 12,368 -3 3,279 2,920 2,545 846 2,778 
混　合 35 0 11 4 12 1 7 
外国人 375 -5 38 5 319 2 11 

12月中
日本人 外国人

転　入 53 17 
転　出 55 9 
出　生 13 0 
死　亡 40 0 

※ 平成24年7月9日から
外国人が住民基本台帳
法の対象に含まれるよ
うになりました。

曜 日 2月のテーマ

月 大
だい

腸
ちょう

癌
がん

で命
いのち

を落
お

とさないように

火 O脚
きゃく

について

水 ヒトメタニューモウイルスを知
し

っていますか

木 高
こう

齢
れい

者
しゃ

の難
なん

聴
ちょう

と耳
みみ

鳴
なり

金 手
しゅ

術
じゅつ

前
ぜん

後
ご

のがん患
かん

者
じゃ

の口
こう

腔
くう

ケア 

土・日 異
い

所
しょ

性
せい

妊
にん

娠
しん

   
＊祝日は、前日のテープが流れます。

一年間分の「健康テレホンサービス」放送原稿を
収載した小冊子『健康一口メモ』（第23集、25～
29集：1冊400円・送料別）を好評販売中です。
ご注文は下記の問い合わせ先までお願い致します。

2月の健康
テレホンサービス

長　崎
（携帯電話不可）

長崎県保険医協会　長崎市恵美須町２‐３‐２Ｆ
☎095-825-3829／FAX 095-825-3893

☎095-826-5511

70120-555-203
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あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と

市長の

市長コラム

市
長
コ
ラ
ム

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
市
長

の
田
中
で
す
。

　

平
成
29
年
の
輝
か
し
い
新
し
い

年
が
明
け
て
あ
っ
と
い
う
間
の
ひ

と
月
。
以
前
に
も
お
伝
え
し
た
と
思

い
ま
す
が
、
本
コ
ラ
ム
の
締
め
切
り

は
前
月
の
初
旬
と
な
り
ま
す
の
で
、

昨
年
１
月
の
大
寒
波
の
よ
う
な
こ

と
が
な
く
、
穏
や
か
に
立
春
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
執
筆
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
の
仕
事
始
め
も
成
人
式
か

ら
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
年
の
は
じ
め

に
希
望
に
満
ち
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

新
成
人
の
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

こ
と
が
喜
び
で
あ
り
、
何
よ
り
そ

の
年
の
活
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
年
成
人
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

3
7
0
名
の
皆
さ
ん
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
や
地
域

へ
の
感
謝
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続

け
、
夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
信
じ
た

道
を
歩
ん
で
下
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
の
西
海
市
を
担
う
若
人
と
し

て
、
積
極
的
に
市
政
へ
参
画
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
若
い

み
な
さ
ん
が
思
う
こ
と
、
考
え
る
こ

と
が
西
海
市
発
展
の
大
き
な
ヒ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
か
ら
ど
し
ど
し
ご
提
案
下
さ
い
。

　

ま
た
、
１
月
の
恒
例
行
事
と
い
え

ば
消
防
出
初
式
。
威
風
堂
々
と
し
た

分
列
行
進
、
一
糸
乱
れ
ぬ
放
水
訓

練
。
き
び
き
び
と
し
た
ポ
ン
プ
操
法

に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
い
く
ら
訓
練
で
き
て
い

て
も
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
大
火
災

か
ら
火
と
自
然（
風
）の
驚
異
を
改

め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
達
が

幼
い
こ
ろ
は
風
呂
、炊
事
、囲
炉
裏
、

農
作
業
な
ど
火
と
毎
日
関
っ
て
い

ま
し
た
の
で「
ヒ
ヤ
リ
」「
ハ
ッ
ト
」

す
る
経
験
か
ら「
怖
さ
」を
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
オ
ー
ル
電

化
な
ど
で
火
を
扱
う
こ
と
は
め
っ

き
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
各
地

で
鬼
火
焚
き
も
行
わ
れ
た
よ
う
で

す
が
、
こ
う
い
う
機
会
が
子
ど
も
達

の
体
験
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
聞
報
道
等
で
既
に
ご
存

知
と
思
い
ま
す
が
、
去
る
12
月
22

日
、
互
い
が
有
す
る
資
源
や
機
能
等

の
効
率
的
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
経
済
の
活
性
化
及
び
地
域
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
株
式
会
社
親
和
銀
行
及
び
株

式
会
社
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
と
西
海
市
の
間
で「
地

方
創
生
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
定
住
・
移
住
促

進
、
企
業
誘
致
、
地
元
企
業
の
育

成
や
農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
幅

広
い
分
野
で
金
融
機
関
が
持
つ
情

報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
き
っ
と
活
か
さ

れ
、
２
０
６
０
年
人
口
３
万
人
に
向

け
た
事
業
が
加
速
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
に
関
し
て
は
う
れ
し
い
動

き
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
26

年
の
出
生
者
数
は
1
7
7
人
ま

で
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
27
年
は

1
9
5
人
そ
し
て
28
年
は
2
0
4

人
と
増
え
て
来
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合
戦

略
で
は
子
育
て
支
援
な
ど
強
化
し

て
お
り
ま
す
の
で
今
年
は
更
に
期

待
が
持
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
若
い
方
の
雇
用
の
確
保
な
ど
を

充
実
さ
せ
て
本
年
成
人
を
迎
え
た

3
7
0
名
に
近
づ
く
よ
う
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▲地方創生に関する連携協定締結式の様子
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■
編
集
と
発
行

西
海
市
役
所
　
さ
い
か
い
力
創
造
部
　
政
策
企
画
課

長
崎
県
西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷
2222

番
地

☎
0959-37-0011（

代
表
） FA

X.0959-23-3101
E-m
ailア

ド
レ
ス
 info@

city.saikai.lg.jp
HP
ア
ド
レ
ス
 http://w

w
w
.city.saikai.nagasaki.jp/

2
西
海
市
2
0
1
7
 N
O
.1
4
2

西
海
市

編
集
者
の
ひ
と
こ
と

　

先
日
、
成
人
式
の
取
材
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
引
き
締
ま
る
凛
々
し
い
表
情

や
、
立
派
な
袴
姿
・
艶
や
か
な
晴
れ
着

姿
を
撮
影
し
な
が
ら
、
12
年
前
の
自
分

の
成
人
式
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
頃
は
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が

流
行
し
て
お
ら
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

も
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
し

た
。
撮
影
枚
数
に
限
り
が
あ
る
イ
ン
ス

タ
ン
ト
カ
メ
ラ
で
1
枚
1
枚
慎
重
に
撮

影
し
た
も
の
で
す
。

　

二
十
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
日
々
も
幸
多
き
も
の
で
あ
り
ま
す

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
…
（
ひ
）

　
青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的
に
つ

か
む
た
め
の
重
要
な
手
段
で
す
。

【 

青
色
申
告
の
主
な
メ
リ
ッ
ト 

】

・
青
色
申
告
特
別
控
除

・
損
失
額
の
繰
り
越
し
控
除

・
記
帳
に
よ
り
、経
営
状
況
を
し
っ
か
り
把
握

・
金
融
機
関
か
ら
の
信
用
ア
ッ
プ

【 

収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定 

】

　
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本

部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少

だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入

減
少
を
補
塡
す
る
仕
組
み
で
す
。

【 

青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は 

】

　

３
月
15
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29
年
分
の
所
得

か
ら
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す 

。

早
速
、取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ
先

九
州
農
政
局
長
崎
県
拠
点

☎
０
９
５

－

８
４
５

－

７
１
２
１

❻

❼

❾

10❺

15

22

詳細は2ページをご覧ください。

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

農
業
者
の
皆
様
へ

収
入
保
険
制
度
へ
準
備
ス
タ
ー
ト
！

受付期間：平成29年2月1日～　　共済期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日
共済掛金：1人当たり500円（年間）

交通事故証明が
無い場合

傷　害

障害2

障害1

死　亡

区　分

実治療日数が3日以上で交通事故証明書がない場合

※傷害に係る災害見舞金の額は、30万円を上限とします。

加算額

基本額　

自動車損害賠償保障法施行令第2級および第3級各号に掲げる障害

自動車損害賠償保障法施行令第1級各号に掲げる障害

死亡

災害の程度

1万円

通院1日につき、1,000 円
入院1日につき、2,000 円
基本額に下記金額を加算

2万円

50万円

70万円

100万円

見舞金額

11日目以降

実治療日数が3日～10日

備考 1.　実治療日数とは、医師の指示により医療機関等に入院または通院し、治療を受けた日数をいう。
 2.　1日のうち複数の医療機関等で治療を受けた場合においては、実治療日数は1日として算定する。
 3.　災害見舞金の支払い対象期間は、当該交通事故が発生した日から2年以内とする。

平成 29年度
市町村交通災害共済の加入受付を開始します

～小
さな掛

け金で大きな安心を～
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月 火 水 木 金 土 日

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 1 2 3 4 5

健康相談（2月・3月）

※身体や心の健康に関することなどご相談ください。保健師などによる個別相談を行います。
※月曜日が大瀬戸、金曜日が西彼に変更になりました。

 2 月24日・3 月24日
 2 月22日・3 月22日
 2 月23日・3 月23日
 2 月28日・3 月21日
 2 月27日・3 月27日
 3 月 3 日
 3 月 3 日

曜日
金
水
木
火
月
金
金

　　　 場　所
西彼保健福祉センター
西海保健センター
大島保健センター
崎戸中央公民館
大瀬戸保健センター
江島住民センター
平島住民センター

受付時間

9：30～11：00

10：30～14：30

すくすく相談会
 3 月 1 日

曜日
水

　　　場　所
大瀬戸保健センター

　 時　間
10：00～12：00

予約締切
 2 /22（水）

乳幼児相談
 2 月17日
 2 月28日
 3 月 3 日
 3 月14日
 3 月17日
 3 月28日

曜日
金
火
金
火
金
火

　　　　　　場　所
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター
大島保健センター
西海保健センター
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター

受付時間

１０：００～１１：３０
母子健康手帳交付日程

※上記の定例日以外の発行については、原則として予約制です。こども課にご連絡ください。
※母子健康手帳交付には、印鑑、個人番号カード（マイナンバーカード）もしくは、
　個人番号通知カードおよび身元を確認できる証明書が必要です。

 2 月17日
 3 月17日

曜日
金
金

　　　　　　場　所
こども課（市役所第1別館）
こども課（市役所第1別館）

受付時間

13：30～16：00

救急医療在宅当番医
西彼杵医師会　☎０９５‐８８２‐５２６８ 
※当番医は変更になることがあります。 ※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。

※専門外に対しては診療ができない場合があります。

臨床心理士による子育てに関する相談を受付けています。
　乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「西海市母子健康カレ
ンダー」に掲載しています。母子健康カレンダーは、母子保健事業実施時や各
総合支所でも配布します。また、西海市ウェブサイトにも掲載しています。

※就学前までのお子さんと保護者の方を対象に、身体計測・栄養相談・歯科相談・保健相談を行います。
※お誕生相談（その月に1歳のお誕生日をむかえる方が対象です。事前に通知します。）
※妊婦相談（助産師や保健師、栄養士が対応いたします。）
※おっぱい相談（妊婦・授乳中の方の相談を助産師がお受けします。予約優先です。）

子どもの予防接種
※麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
・第１期：生後12か月以上24か月未満
・第２期：平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれ

●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時
●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時
●乳児健康診査
大島保健センター
13時20分～13時30分

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時
●脳★はつらつ教室
本郷公民館
13時30分～14時30分

●乳幼児相談
西彼保健福祉センター
10時～11時30分
●集合税9期納期限
●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時
●乳児健康診査
西海保健センター
13時20分～13時30分

●ふるさと発見講座
（第2回）
西彼教育文化センター
13時～16時

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時

●母子健康手帳交付
市役所第1別館こども課
13時30分～16時
●乳幼児相談
大瀬戸保健センター
10時～11時30分

●救急医療
在宅当番医　　
小武医院（西海）
☎32－2121
浦口医院（大瀬戸）
☎22－0015
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●救急医療
在宅当番医　　
真珠園療養所（西彼）
☎28－0038
山﨑医院（崎戸）
☎35－3337

※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター　※大島離島センター：大島離島開発総合センター
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※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター　※大島離島センター：大島離島開発総合センター

●ふるさと発見講座
（第3回）
西海公民館
14時～16時

●脳★はつらつ教室
西海公民館・10時～11時
西彼教育文化センター
14時～15時
●3歳6か月児
健康診査
大瀬戸保健福祉センター
13時～13時10分
●すくすく相談会
大瀬戸保健福祉センター
10時～12時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時
●脳★はつらつ教室
本郷公民館
13時30分～14時30分
●大瀬戸地区
行政相談
大瀬戸コミセン
10時～15時

●大島地区　　
行政相談
大島離島センター
10時～14時

●乳幼児相談
西海保健センター
10時～11時30分
●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●乳幼児相談
西彼保健福祉センター
10時～11時30分
●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

●集合税10期
納期限

●1歳6か月児
健康診査
西海保健センター
13時～13時10分　

●1歳6か月児健康診査
大島保健センター
13時～13時10分
●西彼地区人権・
行政・法律相談
西彼保健福祉センター
10時～15時
●西海地区人権・
行政相談
西海総合支所
10時～15時

●大島地区人権・
法律相談
大島離島センター
10時～15時

●母子健康手帳交付
市役所第1別館こども課
13時30分～16時
●乳幼児相談
大瀬戸保健センター
10時～11時30分

●乳児健康診査
西彼保健福祉センター
13時20分～13時30分

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時
●年金相談（予約制）
西彼総合支所別館会議室
11時～15時

●乳幼児相談 
大島保健センター
10時～11時30分
●崎戸地区
行政相談
崎戸中央公民館
10時～15時

●救急医療
在宅当番医　　
金森医院（西海）
☎32－0006
池田医院（西海）
☎33－2021

●救急医療
在宅当番医　　
東内科医院（西彼）
☎27－0127
雪浦ひうらクリニック
（大瀬戸）
☎22-9508

●救急医療
在宅当番医　　
田中医院（西海）
☎32－0033
わたなべクリニック
（大瀬戸）
☎23－3002
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●救急医療
在宅当番医　　
せいひ中央クリニック
（西彼町）
☎28－1190
浦口医院（大瀬戸）
☎22－0015

●救急医療
在宅当番医　　
田中クリニック（西彼）
☎27－0035
須山医院（大島）
☎34－2123






